
薩摩藩英国留学生記念館（☎35-1865）

森と松村
ロシア旅行②

●
ロ
シ
ア
ま
で
の
船
旅

  

八
月
八
日
、
ロ
シ
ア
へ
向
け
て
出
航
し
た
森
有
礼
と
松

村
淳
蔵
は
、
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
航
海
訓
練
を
受
け
ま

す
。
元
々
二
人
は
、
海
軍
の
勉
強
を
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
航
海
は
難
渋
し
、
船
酔
い
に
悩
ま
さ
れ
ま
す
が
、
波
が

穏
や
か
に
な
る
と
、
訓
練
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
八
月
十
九
日
、
森
が
マ
ス
ト
に
登
る
と
、
遠
く
に
円
く

弧
を
描
く
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
青
い
大
地
が
見
え
て
き
ま

す
。
感
動
し
た
森
は
、
松
村
に
対
し
「
来
れ
来
れ
、
は
じ

め
て
地
球
の
円
な
る
証
を
得
た
り
」
と
告
げ
ま
す
。
す
る

と
、
松
村
も
マ
ス
ト
に
登
り
「
奇
か
な
奇
か
な
、
真
に
然

り
然
り
、
初
め
て
知
れ
り
知
れ
り
」
と
同
様
に
地
球
が
円

形
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
し
た
。
二
人
の
言
葉
か

ら
地
球
が
円
い
こ
と
を
初
め
て
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と

に
対
す
る
驚
き
と
感
動
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

　
八
月
二
十
三
日
、
目
的
地
の
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
入

港
し
ま
す
。
湾
内
は
商
船
と
軍
船
で
混
雑
し
て
い
ま
し
た

が
、
ひ
と
き
わ
大
き
い
ア
メ
リ
カ
の
鋼
鉄
船
ト
リ
ッ
ド

シ
ッ
プ
号
の
姿
に
驚
き
ま
す
。

●
幕
府
留
学
生

　
翌
日
、
二
人
は
首
都
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
着

く
と
、
幕
府
の
留
学
生
六
人
に
会
い
に
行
き
ま
す
。
幕
府

留
学
生
の
メ
ン
バ
ー
は
山
内
作
左
衛
門
、
緒
方
城
次
郎
、

市
川
文
吉
、
大
築
彦
五
郎
、
小
沢
清
次
郎
、
田
中
二
郎
の

六
人
で
前
年
に
函
館
を
出
帆
し
、
喜
望
峰
回
り
で
半
年
か

け
て
ロ
シ
ア
に
到
着
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
密
航

者
で
ロ
シ
ア
外
務
省
に
勤
務
し
て
い
た
元
掛
川
藩
士
の
立

花
久
米
蔵
や
諸
外
国
の
外
交
官
に
接
見
し
、
ロ
シ
ア
の
国

情
に
つ
い
て
教
わ
っ
た
の
で
し
た
。

　
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
森
た
ち
の
ロ
シ
ア
理

解
は
一
段
と
進
み
ま
し
た
。

　
森
は
ロ
シ
ア
の
印
象
を
次
の
と
お
り
紀
行
に
書
い

て
い
ま
す
。「
ロ
シ
ア
は
ツ
ア
ー
リ
ズ
ム
の
下
で
貧

困
で
あ
り
、
西
欧
諸
国
に
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
。
ま

た
、
ロ
シ
ア
人
は
木
訥
だ
が
、
教
養
が
無
く
、
皇
帝

の
い
い
な
り
で
あ
る
。
不
倫
が
横
行
し
、
み
な
し
子

が
増
え
て
い
た
た
め
、
こ
れ
で
は
社
会
の
秩
序
が
成

り
立
た
な
い
」

　
君
臣
、
男
女
の
協
力
、
教
育
の
必
要
性
を
痛
感
し

た
森
は
、
後
に
明
治
政
府
の
一
員
と
な
る
と
、
こ
の

こ
と
を
柱
に
政
策
提
案
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
森
は
松
村
と
連
名
で
ロ
シ
ア
か
ら
旅
行
中

に
感
じ
た
こ
と
を
ロ
ン
ド
ン
に
い
る
町
田
久
成
宛
に

手
紙
を
通
じ
て
伝
え
ま
し
た
。
薩
摩
藩
英
国
留
学
生

記
念
館
の
２
階
で
は
、
そ
の
手
紙
を
展
示
し
て
い
ま

す
。

次
回
、
5
月
21
日
号
は
「
森
と
松
村
　
ロ
シ
ア
旅
行

③
」
で
す
。

薩摩スチューデントと明治維新

第26回

明治維新 150周年

町田久成宛森有礼松村淳蔵書簡（町田忠夫氏所蔵）

～薩摩藩英国留学生記念館～
　３月 29 日に 15 万人目の来館者となったのは、鹿児島市から
お越しの添田香予さんでした。郷土の偉人を学ぶため家族と一
緒に来館したということですが、「今日は誕生日。ビッグサプラ
イズで、すごく嬉しいです」と、感想を話しました。

来館者 15万人達
成　

チャレンジ農業
おごじょ塾通信

～第 18 号～   「夢へチャレンジ」

農政課（☎33-5635）

森からの恵み「特用林産物」を知ろう！

女性と農業で地域を元気に！
～起業への想い～

いよいよ３年目を迎える「チャレンジ農業♥おごじょ塾」。塾生の中には、自分の夢へ向かって
果敢にチャレンジを続けるおごじょ達がいます。今回はそんなおごじょを紹介します！

しいたけの「種駒」⇒
しいたけ菌がびっしり！

収穫の日を

夢見て♪

H29 おごじょ塾閉講
（H30.3.8）

　新年度の新たな出会いを楽しみに…
「チャレンジ農業♥おごじょ塾」は、
これからもますますパワーアップして
チャレンジを続けていきます♪

おごじょ塾第２期生の２３名が、1
年間の全過程を修了しました。おご
じょ塾で学んだことを活かし、今後
もおごじょパワーを全開させて、そ
れぞれの夢に向かって進んでいきま
す(*^_^*)！！

　「特用林産物」という言葉を聞いたことはありますか？「特用だから何か特
殊な、めずらしいものをいうのかな？」と思う方もいるかもしれません。
　実は「特用林産物」は私たちの身の回りにたくさん存在しています。その代
表が「きのこ」です。ほかにも、竹の子やわらび、タラの芽などの山菜、くり
やぎんなんなど、森で生み出された恵みのうち、木材以外の生産物は「特用林
産物」と言われています。
　昔から日本の風土に根付き、日本人の生活の身近にあった森の恵み「特用林
産物」。近年ではその魅力や価値が改めて見直されています。

　おごじょ塾の第１期から参加して
います。驚いたのは、農業に関心が
ある若い女性が多いことです。これ
からの時代、農業分野における女性
の役割はとても重要だと感じます。
　しかし子育てとの両立等、なかな

　野菜だけでなく、きのこも庭で自家栽培できた
ら、何て素敵なんだろう…♪
　しいたけ好きなおごじょ達が集合して、しいた
けの駒打ち作業に挑戦です！

約１メートルのクヌギの原
木に約15㎝間隔で穴をあ
けていきます！

穴をあけた原木に金槌を使って
「トントントン♪」とリズム良
く駒打ち作業を行います。

収穫の喜びを味わえるの
は、何と約２年後！！！
とても待ち遠しいですね…
それまで、じっくりじっく
り夢を温めながら、しいた
けの生長を見守ります♪

～おごじょ塾番外編～

「しいたけ駒打ち作業」に挑戦！
（２月２８日）

池田郁代さん

か難しいのも現状です。そこで私は
おごじょ塾生や地域の女性が仕事と
して「農業」を選択できるよう、市
のおごじょ塾から一歩踏み出した新
たな会社「おごじょ倶楽部」の設立
を目指しています。
　私は３年前に名古屋からUターン
し、実家のみかん店を引き継いで経
営しています。経営に携わって感じ
たことは、本市特産のかんきつ類
が、全国的にはあまり知られていな
いことです。同時に後継者がいない
果樹農家が多いことを知り、こんな
においしいみかんが食べられなくな
るかも知れないという危機感を感
じ、祖父母たちが苦労して開墾した
みかん畑を後世に残していきたいと
強く思うようになりました。

　「おごじょ倶楽部」では、おご
じょ塾生や地域の女性を雇用し、ま
ずはみかんの生産活動に取り組みま
す。高齢で生産ができなくなった農
家から畑を借りて、先輩方から指導
を受けながら果樹生産に取り組みた
いと思っています。また、販路拡
大・収入確保のために、農産加工に
も挑戦します。昔ながらの加工品は
「継承」し、時代に沿った「変化」
を加えながら、本市の農産物を全国
にPRできるような活動を目指しま
す。
　農業を通して「女性が精神的に自
立し、自分自身のために生きられる
まち」になるよう、夢に向かってで
きることから挑戦していきます!!
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問合せ   いちき串木野市総合観光案内所 ☎32-5256

西郷     と行く！いちき串木野
幕末・維新
ゆかりの地めぐり　

観光交流課（☎33-5640）

　慶応４年・明治元年の明治戊辰の役で戦死した麓地区の７名を祀る「招魂社」は、昭和
２１年に浜ヶ城に移転され、現在の串木野神社に改められました。この招魂社に揚げられ
ていた社号額は西郷隆盛が書いたも
のと言われています。額の裏面には、
「明治七年申戌七月　正三位　陸軍
大将西郷隆盛公書・・・」の後に長
谷場純孝氏をはじめとする麓地区８
名の名前が記されています。この８
名が西郷のもとを訪れ、直接揮毫を
依頼したものと伝えられています。
　現在、この額は加藤正徳氏宅（麓
地区）の私設歴史資料館に収蔵され
ています。

「西郷隆盛が書いた招魂社の額」其の3

どん

いちき串木野市総合観光案内所 http://ichiki-kushikino.com/

西郷隆盛が揮毫したと伝えられる「招魂社」の額

かるかん

～あなたにとって最高の「焼酎とも」は何ですか？～

Sotsutomo

「まだまだ焼酎勉強中！」   ～地域おこし協力隊 タカシマの取材後記～

前田 祐衣さん
職業：病院勤務

水割り ( 焼酎 6：水 4)

今月の勧めびと　

かるかんと焼酎って

合うんですよ！水割りで

試してください！

「お酒を飲んでいる時に、甘いものを食べたくなって家にあった、かるかんをつまみ
にしてみたら、メッチャ美味しかったんですよ！！」かるかんが焼酎ともと聞いて
驚きましたが、「自然薯のもっちりした食感、濃厚なあんこの甘みのバランスが絶妙
で、焼酎の水割りがよく合います」とかるかんを推します。一方、焼酎の香りを楽
しむお湯割りには、あまり合わないとのこと。みなさんも、「スイーツで焼酎」試し
てみませんか？

「焼酎とも」とは、だれやめで食べる焼酎の” おとも” のこと。毎月一人、
だれやめを愛する " 勧めびと " に「焼酎とも」を紹介してもらいます。

第12回

食のまち推進課（☎33-5621）

電気の単位であるワット（ ）、アンペア（ 、ボルト（ って聞いたことありますよね？これらは全

て、実在した人物の名前から採られているんです。最終回はボルタさんのおはなしです。

●電話：３３－６０００ 
●所在地：昭和通111（串木野庁舎前） 

●土曜日も営業しています！（９：００～１７：００）※日・祝休み 

株式会社いちき串木野電力は 

いちき串木野市が出資している地域電力会社です 

http://www.ik-epco.co.jp 

〈最終回となりました。ご覧いただきありがとうございました！〉 

電気の単位(V)「ボルタさん」のおはなし 
第
十
二
回
 

Alessandro  Volta 
(1745 1827) 
アレッサンドロ・ボルタ 

出典：ウィキペディア 

株式会社いちき串木野電力はいちき串木野市が出資している地域電力会社です
●電話：３３－６０００
●ホームページ http://www.ik-epco.co.jp

●所在地：昭和通１１１(串木野庁舎前）
●土曜日も営業しています！(9:00～17:00)※日・祝休み

政策課 (☎33 - 5 6 2 8 )

環境維新のまちづくり
シリーズ 10

～エネルギービジョンを策定しました～
　昨年度、太陽光発電や風力発電といった再生可能エネルギーの導入目標やこの先
10 年の間に取り組むべき具体的方策を明らかにするために、「いちき串木野市地域創
生エネルギービジョン」を策定しました。
　このエネルギービジョンの目指すところは、再生可能エネルギー導入によって、新
産業を創出したり新しい市民サービスを提供したりすることで、市民生活の向上や産
業の振興を図り、持続可能なまちをつくることです。
　今後はこのビジョンに基づいて、事業化の可能性が高い事業に
ついて㈱いちき串木野電力や再生可能エネルギー関連事業者と連
携をとり、計画的に実施していくこととしています。
　詳しくは、今月の広報紙と一緒に配布
している「『いちき串木野市地域創生エ
ネルギービジョン』概要版」または、市
ホームページの「『いちき串木野市地域
創生エネルギービジョン』報告書」をご
覧ください。

いちき串木野市地域創生エネルギービジョン
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「明治七年申戌七月　正三位　陸軍
大将西郷隆盛公書・・・」の後に長
谷場純孝氏をはじめとする麓地区８
名の名前が記されています。この８
名が西郷のもとを訪れ、直接揮毫を
依頼したものと伝えられています。
　現在、この額は加藤正徳氏宅（麓
地区）の私設歴史資料館に収蔵され
ています。

「西郷隆盛が書いた招魂社の額」其の3

どん

いちき串木野市総合観光案内所 http://ichiki-kushikino.com/

西郷隆盛が揮毫したと伝えられる「招魂社」の額

かるかん

～あなたにとって最高の「焼酎とも」は何ですか？～

Sotsutomo

「まだまだ焼酎勉強中！」   ～地域おこし協力隊 タカシマの取材後記～

前田 祐衣さん
職業：病院勤務

水割り ( 焼酎 6：水 4)

今月の勧めびと　

かるかんと焼酎って

合うんですよ！水割りで

試してください！

「お酒を飲んでいる時に、甘いものを食べたくなって家にあった、かるかんをつまみ
にしてみたら、メッチャ美味しかったんですよ！！」かるかんが焼酎ともと聞いて
驚きましたが、「自然薯のもっちりした食感、濃厚なあんこの甘みのバランスが絶妙
で、焼酎の水割りがよく合います」とかるかんを推します。一方、焼酎の香りを楽
しむお湯割りには、あまり合わないとのこと。みなさんも、「スイーツで焼酎」試し
てみませんか？

「焼酎とも」とは、だれやめで食べる焼酎の” おとも” のこと。毎月一人、
だれやめを愛する " 勧めびと " に「焼酎とも」を紹介してもらいます。

第12回

食のまち推進課（☎33-5621）

電気の単位であるワット（ ）、アンペア（ 、ボルト（ って聞いたことありますよね？これらは全

て、実在した人物の名前から採られているんです。最終回はボルタさんのおはなしです。

●電話：３３－６０００ 
●所在地：昭和通111（串木野庁舎前） 

●土曜日も営業しています！（９：００～１７：００）※日・祝休み 

株式会社いちき串木野電力は 

いちき串木野市が出資している地域電力会社です 

http://www.ik-epco.co.jp 

〈最終回となりました。ご覧いただきありがとうございました！〉 

電気の単位(V)「ボルタさん」のおはなし 
第
十
二
回
 

Alessandro  Volta 
(1745 1827) 
アレッサンドロ・ボルタ 

出典：ウィキペディア 

株式会社いちき串木野電力はいちき串木野市が出資している地域電力会社です
●電話：３３－６０００
●ホームページ http://www.ik-epco.co.jp

●所在地：昭和通１１１(串木野庁舎前）
●土曜日も営業しています！(9:00～17:00)※日・祝休み

政策課 (☎33 - 5 6 2 8 )

環境維新のまちづくり
シリーズ 10

～エネルギービジョンを策定しました～
　昨年度、太陽光発電や風力発電といった再生可能エネルギーの導入目標やこの先
10 年の間に取り組むべき具体的方策を明らかにするために、「いちき串木野市地域創
生エネルギービジョン」を策定しました。
　このエネルギービジョンの目指すところは、再生可能エネルギー導入によって、新
産業を創出したり新しい市民サービスを提供したりすることで、市民生活の向上や産
業の振興を図り、持続可能なまちをつくることです。
　今後はこのビジョンに基づいて、事業化の可能性が高い事業に
ついて㈱いちき串木野電力や再生可能エネルギー関連事業者と連
携をとり、計画的に実施していくこととしています。
　詳しくは、今月の広報紙と一緒に配布
している「『いちき串木野市地域創生エ
ネルギービジョン』概要版」または、市
ホームページの「『いちき串木野市地域
創生エネルギービジョン』報告書」をご
覧ください。

いちき串木野市地域創生エネルギービジョン
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